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(57)【要約】
【課題】ジョブを実行する画像形成動作の選択肢を広げ
、使い勝手を向上させること。
【解決手段】ジョブに設定された画像形成条件（用紙の
サイズ、紙種、画像形成面等）に基づいた画像形成動作
を行い出力物を生成する画像形成部４３と、ジョブに設
定された画像形成条件で出力物を生成する画像形成動作
としての第１モード（両面モード、サイズ混在モード、
紙種混在モード）とは異なる画像形成動作で第１モード
と同一の出力物を生成する第２モード（片面分割モード
、サイズ分割モード、紙種分割モード）の選択指示を受
け付ける特殊モード選択画面Ｇ１と、第２モードの選択
指示が受け付けられた場合、ジョブの画像形成条件に基
づいて複数に分割し、当該分割されたジョブ単位で実行
させる画像形成動作を画像形成部に行わせて出力物を生
成させる制御部１１０と、を備える画像形成装置１。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ジョブに設定された画像形成条件に基づいた画像形成動作を行い用紙に画像を形成して
出力物を生成する画像形成部と、
　前記ジョブに設定された画像形成条件で出力物を生成する画像形成動作としての第１モ
ードとは異なる画像形成動作で前記第１モードと同一の出力物を生成する第２モードの選
択指示を受け付ける入力部と、
　前記入力部により前記第２モードの選択指示が受け付けられた場合、前記ジョブの画像
形成条件に基づいて前記ジョブを複数に分割し、当該分割されたジョブ単位で実行させる
画像形成動作を前記画像形成部に行わせて出力物を生成させる制御部と、
　を備える画像形成装置。
【請求項２】
　前記分割されたジョブの出力物に対する指示を報知する報知部を備え、
　前記制御部は、
　前記分割されたジョブの出力物が生成された後、当該分割されたジョブの出力物に対す
る指示を生成し前記報知部により報知させる、
　請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記報知部は、
　前記制御部により生成された前記分割されたジョブの出力物に対する指示が前記画像形
成部により形成された用紙である、
　請求項２に記載の画像形成装置。
【請求項４】
　前記第１モードは、
　用紙の両面に順次画像を形成させる前記画像形成条件に基づいた画像形成動作であり、
　前記制御部は、
　前記入力部により前記第２モードの選択指示が受け付けられた場合、前記ジョブを用紙
の一方の面に奇数ページの画像を形成させるジョブと用紙の他方の面に偶数ページの画像
を形成させるジョブとに分割する、
　請求項１から３のいずれか一項に記載の画像形成装置。
【請求項５】
　前記第１モードは、
　複数のサイズの用紙に順次画像を形成させる前記画像形成条件に基づいた画像形成動作
であり、
　前記制御部は、
　前記入力部により前記第２モードの選択指示が受け付けられた場合、前記ジョブを用紙
のサイズ毎に分割する、
　請求項１から３のいずれか一項に記載の画像形成装置。
【請求項６】
　前記第１モードは、
　前記用紙に形成された画像を定着させる定着温度が異なる複数の紙種の用紙に順次画像
を形成させる前記画像形成条件に基づいた画像形成動作であり、
　前記制御部は、
　前記入力部により前記第２モードの選択指示が受け付けられた場合、前記ジョブを用紙
の紙種毎に分割する、
　請求項１から３のいずれか一項に記載の画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像形成装置に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　近年、予め設定された種類毎に用紙を格納する複数の給紙トレイと、当該給紙トレイか
ら搬送された用紙に画像を形成して出力物を生成する画像形成部と、画像が形成された用
紙が排紙されて積載される排紙トレイとを備え、給紙トレイや排紙トレイの設定がなされ
たジョブを実行する画像形成装置がある。このような画像形成装置は、給紙トレイや排紙
トレイの数、各トレイに積載可能な用紙枚数等の機構的な制約を受ける。そこで、ジョブ
を分割して当該制約を解消する技術が知られている。
【０００３】
　例えば、複数の用紙の種類を使用したジョブを実行する際、当該ジョブの用紙の種類の
数よりも用紙を種類毎に格納する給紙トレイが少ない場合、エラーが表示される度に給紙
トレイに格納する用紙の種類を入れ替えなくてはならない手間があるため、給紙トレイに
格納されている用紙銘柄の入れ替えをせずに出力可能であるジョブか否かを判別し、出力
不可能である場合、用紙交換を必要最小限となるようにドキュメントを分割して出力する
モードを有する画像形成装置が開示されている（特許文献１参照）。
【特許文献１】特開２００７－５８５４４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上述したような従来の技術は、画像形成装置の機構的な制約による問題
を解消するためにジョブを分割するものであるため、生産性が低下する場合がある。
　例えば、用紙の両面に画像を形成させる両面モードを実行可能な画像形成装置は、用紙
の両面に画像を形成させるための用紙の搬送経路（両面搬送路）を備える。この両面搬送
路は、使用頻度が高い用紙のサイズに基づいて最適化された長さに設定されている。その
ため、使用頻度が低い用紙のサイズが混在したジョブにおいて両面モードを実行させると
、用紙間の搬送タイミング等の制御が複雑になり、片面のみに画像を形成させる片面モー
ドよりも用紙の搬送時間が長くなるので生産性が低下する。このことは、特に画像形成装
置をＰＯＤ（Print On Demand）向けの大量印刷機として利用する場合には顕著な問題と
なる。
【０００５】
　上記のような問題があるため、ユーザは、生産性を確保するために、両面モードが可能
な機構を有する画像形成装置であるにもかかわらず、奇数ページのみを用紙の片面に形成
させる設定や作業を手動で行い、また、当該奇数ページが形成された用紙の裏面に偶数ペ
ージを形成させる設定や作業を手動で行って、用紙の両面に画像を形成させている。
【０００６】
　また、複数のサイズの用紙に画像を形成させるモードのジョブの場合や、定着温度が異
なる複数の紙種の用紙に画像を形成させるモードのジョブの場合でも、用紙の搬送タイミ
ングや定着温度制御により生産性が低下するため、用紙のサイズ毎や用紙の紙種毎に画像
を形成させる設定や作業を手動で行なって、生産性を確保している。
【０００７】
　このように、所定の出力物を生成する画像形成動作において他の動作の選択肢がないた
め、生産性を重視する際には、手動でジョブを分割したり動作の設定をしたりする手間が
かかり、煩雑な作業であるという問題がある。
【０００８】
　本発明の課題は、上記問題に鑑みて、ジョブを実行する画像形成動作の選択肢を広げ、
使い勝手を向上させることである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　請求項１に記載の発明は、ジョブに設定された画像形成条件に基づいた画像形成動作を
行い用紙に画像を形成して出力物を生成する画像形成部と、前記ジョブに設定された画像
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形成条件で出力物を生成する画像形成動作としての第１モードとは異なる画像形成動作で
前記第１モードと同一の出力物を生成する第２モードの選択指示を受け付ける入力部と、
前記入力部により前記第２モードの選択指示が受け付けられた場合、前記ジョブの画像形
成条件に基づいて前記ジョブを複数に分割し、当該分割されたジョブ単位で実行させる画
像形成動作を前記画像形成部に行わせて出力物を生成させる制御部と、を備えた画像形成
装置である。
【００１０】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の画像形成装置において、前記分割されたジ
ョブの出力物に対する指示を報知する報知部を備え、前記制御部は、前記分割されたジョ
ブの出力物が生成された後、当該分割されたジョブの出力物に対する指示を生成し前記報
知部により報知させる。
【００１１】
　請求項３に記載の発明は、請求項２に記載の画像形成装置において、前記報知部は、前
記制御部により生成された前記分割されたジョブの出力物に対する指示が前記画像形成部
により形成された用紙である。
【００１２】
　請求項４に記載の発明は、請求項１から３のいずれか一項に記載の画像形成装置におい
て、前記第１モードは、用紙の両面に順次画像を形成させる前記画像形成条件に基づいた
画像形成動作であり、前記制御部は、前記入力部により前記第２モードの選択指示が受け
付けられた場合、前記ジョブを用紙の一方の面に奇数ページの画像を形成させるジョブと
用紙の他方の面に偶数ページの画像を形成させるジョブとに分割する。
【００１３】
　請求項５に記載の発明は、請求項１から３のいずれか一項に記載の画像形成装置におい
て、前記第１モードは、複数のサイズの用紙に順次画像を形成させる前記画像形成条件に
基づいた画像形成動作であり、前記制御部は、前記入力部により前記第２モードの選択指
示が受け付けられた場合、前記ジョブを用紙のサイズ毎に分割する。
【００１４】
　請求項６に記載の発明は、請求項１から３のいずれか一項に記載の画像形成装置におい
て、前記第１モードは、前記用紙に形成された画像を定着させる定着温度が異なる複数の
紙種の用紙に順次画像を形成させる前記画像形成条件に基づいた画像形成動作であり、前
記制御部は、前記入力部により前記第２モードの選択指示が受け付けられた場合、前記ジ
ョブを用紙の紙種毎に分割する。
【発明の効果】
【００１５】
　請求項１に記載の発明によれば、ジョブを実行して生成される出力物の画像形成動作と
して、第１モードと、第１モードとは異なる画像形成動作の第２モードと、の２つの選択
肢のいずれか一方を選択させることができ、第２モードが選択された場合には、画像形成
条件毎に分割されたジョブ単位で出力物を生成できるため、ジョブを実行する画像形成動
作の選択肢を広げることができると共に、手動でジョブを分割したり動作の設定をしたり
する手間を省くことができ、使い勝手を向上させることができる。
【００１６】
　請求項２に記載の発明によれば、請求項１と同様の効果を得られるのは勿論のこと、分
割されたジョブの出力物に対する指示を報知することができる。
【００１７】
　請求項３に記載の発明によれば、請求項２と同様の効果を得られるのは勿論のこと、用
紙に分割されたジョブの出力物に対する指示を形成することができると共に、当該用紙に
よって分割されたジョブの区分けを行なうことができる。
【００１８】
　請求項４に記載の発明によれば、請求項１から３のいずれか一項と同様の効果を得られ
るのは勿論のこと、用紙の両面に順次画像を形成させる画像形成条件に基づいた画像形成
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動作の第１モードと同一の出力物を、用紙の一方の面に奇数ページの画像を形成させるジ
ョブと用紙の他方の面に偶数ページの画像を形成させるジョブとに分割されたジョブ単位
で出力物を生成する第２モードを実行することにより生成することができ、手動で奇数ペ
ージと偶数ページとを分けて画像を形成させる手間を省くことができると共に、生産性を
向上することがきる。
【００１９】
　請求項５に記載の発明によれば、請求項１から３のいずれか一項と同様の効果を得られ
るのは勿論のこと、複数のサイズの用紙に順次画像を形成させる画像形成条件に基づいた
画像形成動作（用紙サイズ混在モード）の第１モードと同一の出力物を、用紙のサイズ毎
に分割されたジョブ単位で出力物を生成する第２モードを実行することにより生成するこ
とができ、手動で用紙のサイズを分けて画像を形成させる手間を省くことができると共に
、生産性を向上させることができる。
【００２０】
　請求項６に記載の発明によれば、請求項１から３のいずれか一項と同様の効果を得られ
るのは勿論のこと、用紙に形成された画像を定着させる定着温度が異なる複数の紙種の用
紙に順次画像を形成させる画像形成条件に基づいた画像形成動作の第１モードと同一の出
力物を、用紙の紙種毎に分割されたジョブ単位で出力物を生成する第２モードを実行する
ことにより生成することができ、手動で用紙の紙種を分けて画像を形成させる手間を省く
ことができると共に、定着温度の変更回数を削減することができるため、生産性を向上さ
せることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　以下、図を参照して本発明の実施の形態を詳細に説明する。
　まず、構成を説明する。
　図１に、本実施の形態における画像形成装置１の概略断面構成図を示す。
【００２２】
　図１に示すように、画像形成装置１は、原稿から画像を読み取り、読み取った画像を用
紙Ｐに画像形成したり、外部装置等から画像データを含むページデータや各画像データの
画像形成条件等の設定情報を含むジョブのジョブ情報を受信し、受信したジョブ情報に基
づいて画像を用紙Ｐ上に形成したりする本体部１ａと、画像が形成された用紙に後処理を
施す後処理部５０等を備えたデジタル複合機である。本体部１ａは、画像読取部２０と、
操作表示部３０と、プリント部４０と等を備えて構成される。
【００２３】
　画像読取部２０は、ＡＤＦ（Auto Document Feeder）と称される自動原稿送り部２１と
読取部２２とを備え、操作表示部３０により受け付けられた操作信号に基づいて複数の原
稿の画像を読み取る機能を実現する。自動原稿送り部２１の原稿トレイＴ１に載置された
原稿ｄは、読取個所であるコンタクトガラスに搬送され、光学系により原稿ｄの片面又は
両面の画像が読み取られ、ＣＣＤ（Charge Coupled Device）２２ａにより原稿ｄの画像
が読み取られる。ここで、画像とは、図形や写真等のイメージデータに限らず、文字や記
号等のテキストデータ等も含む意である。
【００２４】
　画像読取部２０により読み取られた画像のデータ（アナログ画像信号）は、後述する画
像制御基板１００の読取処理部１４０に出力され、読取処理部１４０においてＡ／Ｄ変換
され各種画像処理が施された後、プリント部４０に出力される。
【００２５】
　操作表示部３０は、ＬＣＤ（Liquid Crystal Display）３１、ＬＣＤ３１を覆うように
設けられたタッチパネル、各種スイッチ、その他操作キー群から構成され、ユーザの入力
を受け付けその操作信号を制御部１１０に出力し、また、制御部１１０から入力される表
示信号に従って、各種設定条件を入力するための各種設定画面や各種処理結果等をＬＣＤ
３１上に表示する。
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【００２６】
　また、操作表示部３０は、ＬＣＤ３１上に、特殊モード選択画面を表示する。
　図２に、特殊モード選択画面Ｇ１の例を示す。
　図２に示すように、特殊モード選択画面Ｇ１は、片面分割ボタンＢ１と、サイズ分割ボ
タンＢ２と、紙種分割ボタンＢ３とを有し、当該特殊モード選択画面Ｇ１における操作信
号は制御部１１０に出力される。
【００２７】
　片面分割ボタンＢ１は、ジョブに設定された用紙の両面に順次画像を形成させる画像形
成条件に基づいた画像形成動作（両面モード）とは異なる画像形成動作で両面モードと同
一の出力物として両面に画像が形成された用紙を生成し出力する片面分割モードの選択指
示を受け付ける。
【００２８】
　サイズ分割ボタンＢ２は、ジョブに設定された複数のサイズの用紙に順次画像を形成さ
せる画像形成条件に基づいた画像形成動作（サイズ混在モード）とは異なる画像形成動作
でサイズ混在モードと同一の出力物として複数のサイズの用紙に画像が形成された用紙の
束を生成し出力するサイズ分割モードの選択指示を受け付ける。
【００２９】
　紙種分割ボタンＢ３は、ジョブに設定された用紙に形成された画像（トナー像）を定着
させる定着温度が異なる複数の紙種の用紙に順次画像を形成させる画像形成条件に基づい
た画像形成動作（紙種混在モード）とは異なる画像形成動作で紙種混在モードと同一の出
力物として複数の紙種の用紙に画像が形成された用紙の束を生成し出力する紙種分割モー
ドの選択指示を受け付ける。
【００３０】
　従って、特殊モード選択画面Ｇ１の片面分割ボタンＢ１、サイズ分割ボタンＢ２、紙種
分割ボタンＢ３は、ジョブに設定された画像形成条件で出力物を生成する画像形成動作と
しての第１モード（両面モード、サイズ混在モード、紙種混在モード）とは異なる画像形
成動作で第１モードと同一の出力物を生成する第２モード（片面分割モード、サイズ分割
モード、紙種分割モード）の選択指示を受け付ける入力部としてそれぞれ機能する。
【００３１】
　プリント部４０は、入力されたプリントデータに基づいて、電子写真方式の画像形成処
理を行うものであり、給紙部４１、給紙搬送部４２、画像形成部４３、搬出部４４を備え
て構成される。
【００３２】
　給紙部４１は、複数の給紙トレイ４１ａ、給紙手段４１ｂ、手差しトレイＴ２等を備え
る。給紙トレイ４１ａは、給紙トレイ４１ａ毎に用紙の紙種及びサイズ毎に予め識別され
た用紙Ｐが収容されており、給紙手段４１ｂによって用紙Ｐを最上部から一枚ずつ給紙搬
送部４２に向けて搬送する。手差しトレイＴ２は、ユーザのニーズに合わせて様々な紙種
及びサイズの用紙Ｐを積載可能となっており、給紙ローラによって積載された用紙Ｐを最
上部から一枚ずつ給紙搬送部４２に向けて搬送する。
【００３３】
　給紙搬送部４２は、給紙トレイ４１ａ又は手差しトレイＴ２から搬送された用紙Ｐを、
複数の中間ローラ、レジストローラ４２ａ等を経て転写装置４３ａへと搬送する。
　また、給紙搬送部４２は、搬送路切換板により、片面画像形成処理済みの用紙Ｐを両面
搬送路に搬送し、再び中間ローラ、レジストローラ４２ａを経て転写装置４３ａへと搬送
する。
【００３４】
　画像形成部４３は、感光体ドラム、帯電装置、画像データに基づくレーザ光を出力する
レーザ出力部とレーザ光を主走査方向に走査させるポリゴンミラーとを有する露光装置、
現像装置、転写装置４３ａ、クリーニング部、定着装置４３ｂを備え、後述するＲＡＭ１
３０に記憶されているジョブのジョブ情報に設定されている画像形成条件に基づいた画像
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形成動作で用紙に画像を形成して出力物を生成し出力する機能を実現する。
【００３５】
　具体的には、画像形成部４３は、帯電装置により帯電された感光体ドラムに露光装置で
レーザ光を照射して静電潜像を形成する。そして、現像装置は、静電潜像が形成された感
光体ドラムの表面に帯電したトナーを付着させて静電潜像を現像する。現像装置により感
光体ドラム上に形成されたトナー像は、転写装置４３ａにおいて用紙Ｐに転写される。ま
た、用紙Ｐにトナー像が転写された後、感光体ドラムの表面の残留トナー等は、クリーニ
ング部により除去される。
【００３６】
　定着装置４３ｂは、給紙搬送部４２によって搬送された用紙Ｐに転写されたトナー像を
当該用紙Ｐの紙種に応じた定着温度で熱定着する。定着処理された用紙Ｐは、搬出部４４
の排紙ローラに挟持されて搬出口から後処理部５０へ搬送される。
【００３７】
　後処理部５０は、本体部１ａにより画像が形成された用紙Ｐを１部毎に集積し、１部毎
にシフト処理、ステイプル処理、折り処理等の各種後処理を行うフィニッシャーである。
図１に示すように、後処理部５０は、用紙Ｐが排出される第１固定排紙トレイＴ３、昇降
排紙トレイＴ４、第２固定排紙トレイＴ５と、インサータ５１と、シフト処理を行うシフ
ト部５２と、用紙の束を綴じるステイプル部５３と、用紙の束又は用紙に対して中折り、
３つ折り、Ｚ折り等の各種折り処理を施す折り部５４と、複数の搬送ローラ等を備えて構
成される。
【００３８】
　インサータ５１は、昇降排紙トレイＴ４又は第２固定排紙トレイＴ５に排紙される用紙
の束に挿入される用紙等を収容するインサートトレイＴ６と、給紙ローラ５１ａと、を備
えている。インサートトレイＴ６に収納されている用紙は、給紙ローラ５１ａにより分離
、給送され、複数の搬送ローラに挟持されて、シフト部５２、ステイプル部５３、折り部
５４へ搬送された後、昇降排紙トレイＴ４又は第２固定排紙トレイＴ５に搬送される。
【００３９】
　図３に、画像形成装置１の制御ブロック図を示す。
　図３に示すように、画像形成装置１は、本体部１ａとプリンタコントローラ１ｂと、本
体部１ａに接続された後処理部５０から構成されている。画像形成装置１は、プリンタコ
ントローラ１ｂのＬＡＮＩＦ（Local Area Network InterFace）１４を介してネットワー
ク３上の外部装置２と相互に情報の送受信が可能に接続されている。
【００４０】
　本体部１ａは、画像読取部２０、操作表示部３０、プリント部４０、画像制御基板１０
０を備えて構成される。なお、図１で説明した各部と同一の構成には、同一の符号を付し
てその説明を省略する。
【００４１】
　画像制御基板１００は、制御部１１０、不揮発メモリ１２０、ＲＡＭ（Random Access 
Memory）１３０、読取処理部１４０、圧縮ＩＣ１５０、ＤＲＡＭ（Dynamic Random Acces
s Memory）制御ＩＣ１６０、画像メモリ１７０、伸長ＩＣ１８０、書込処理部１９０、か
ら構成される。
【００４２】
　制御部１１０は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）等から構成され、不揮発メモリ
１２０に格納されているシステムプログラム及び各種アプリケーションプログラムの中か
ら指定されたプログラムを読み出してＲＡＭ１３０に展開し、ＲＡＭ１３０に展開された
プログラムとの協働で、各種処理を実行し、画像形成装置１の各部を集中制御する。
　例えば、操作表示部３０や外部装置２から入力される指示信号に従って、コピーモード
、プリンタモード、スキャナモードを切り替え、複写、プリント、画像データの読取等の
制御を行う。
【００４３】
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　制御部１１０は、不揮発メモリ１２０から本実施の形態に係るジョブ実行時における特
殊モード実行処理のプログラムと、ＲＡＭ１３０に記憶されたジョブ情報と、当該プログ
ラム及び各種データとの協働により、操作表示部３０のＬＣＤ３１上に表示された特殊モ
ード選択画面Ｇ１により片面分割ボタンＢ１、サイズ分割ボタンＢ２、紙種分割ボタンＢ
３のいずれかのボタンが選択された場合、即ち、第２モードの選択指示が受け付けられた
場合、ジョブのジョブ情報に設定されている画像形成条件に基づいてジョブを複数に分割
し、当該分割されたジョブ（分割ジョブ）単位で実行させる画像形成動作を画像形成部４
３に行わせて出力物を生成させる処理を制御する。
【００４４】
　制御部１１０は、特殊モード実行処理として、ジョブに第１モードとして両面モードが
設定されている場合には、特殊モード選択画面Ｇ１により第２モードとしての片面分割モ
ードの選択指示として片面分割ボタンＢ１が選択されると、ジョブを用紙の一方の面に奇
数ページの画像を形成させるジョブと用紙の他方の面に偶数ページの画像を形成させるジ
ョブとに分割し、当該分割されたジョブ単位で画像形成部４３に画像形成動作を実行させ
て、出力物として両面に画像が形成された用紙を生成させる片面分割処理を実行する。
【００４５】
　制御部１１０は、特殊モード実行処理として、ジョブに第１モードとしてサイズ混在モ
ードが設定されている場合には、特殊モード選択画面Ｇ１により第２モードとしてのサイ
ズ分割モードの選択指示としてサイズ分割ボタンＢ２が選択されると、ジョブを用紙のサ
イズ毎に分割し、当該分割されたジョブ単位で画像形成部４３に画像形成動作を実行させ
て、出力物として複数のサイズの用紙に画像が形成された用紙の束を生成させるサイズ分
割処理を実行する。
【００４６】
　制御部１１０は、特殊モード実行処理として、ジョブに第１モードとして紙種混在モー
ドが設定されている場合には、特殊モード選択画面Ｇ１により第２モードとしての紙種分
割モードの選択指示として紙種分割ボタンＢ３が選択されると、ジョブを定着温度が異な
る紙種毎に分割し、当該分割されたジョブ単位で画像形成部４３に画像形成動作を実行さ
せて、出力物として複数の紙種の用紙に画像が形成された用紙の束を生成させる紙種分割
処理を実行する。
【００４７】
　また、制御部１１０は、分割ジョブの出力物が生成された後、当該分割ジョブの出力物
に対する指示情報を生成し、当該生成した分割ジョブの出力物に対する指示情報が表示さ
れた用紙（バナーシート）を画像形成部４３に生成させ、当該バナーシートを報知部とし
て機能させる。
【００４８】
　不揮発メモリ１２０は、画像形成に係る各種処理プログラム及びデータの他、本実施の
形態に係る特殊モード実行処理プログラム、各種プログラムで処理されたデータ等を記憶
する。
【００４９】
　ＲＡＭ１３０は、制御部１１０により実行される各種プログラム及びこれらプログラム
に係る各種データ等を一時的に記憶するワークエリアを形成すると共に、外部装置２から
受信したジョブのジョブ情報や、操作表示部３０により受け付けられた操作信号と画像読
取部２０から読み取られた原稿の画像のデータ（画像データ）とが対応付けられたジョブ
情報等を記憶する。
【００５０】
　ＲＡＭ１３０に記憶されている各ジョブのジョブ情報としては、画像形成動作における
画像形成条件や後処理等の各種設定情報と、画像データ等を含む。
　画像形成条件としては、画像を形成する用紙の紙種やサイズ、画像を形成する用紙の面
（片面又は両面）等を含む。用紙の紙種は、用紙に形成されたトナー像を定着させる定着
温度等に基づいて分別されており、例えば、薄紙、普通紙、厚紙、ＯＨＰ等である。用紙
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のサイズは、用紙の長手方向と幅手方向とが規格化されたＡ４、Ａ３、Ｂ５等のサイズや
、用紙の長手方向と幅手方向とが規格化されていない不定形サイズである。
【００５１】
　読取処理部１４０は、画像読取部２０の画像読取制御部２００から入力されるアナログ
画像信号に、アナログ処理、Ａ／Ｄ変換処理、シェーディング処理等の各種処理を施した
後、デジタル画像データを生成する。生成された画像データは、圧縮ＩＣ１５０に出力さ
れる。
【００５２】
　圧縮ＩＣ１５０は、入力されたデジタル画像データに圧縮処理を施してＤＲＡＭ制御Ｉ
Ｃ１６０に出力する。
【００５３】
　ＤＲＡＭ制御ＩＣ１６０は、制御部１１０からの指示に従って、圧縮ＩＣ１５０による
画像データの圧縮処理及び伸長ＩＣ１８０による圧縮画像データの伸長処理を制御すると
ともに、画像メモリ１７０への画像データの入出力制御を行う。
　例えば、画像読取部２０により読み取られた画像信号の保存が指示されると、読取処理
部１４０から入力された画像データの圧縮処理を圧縮ＩＣ１５０により実行させて、圧縮
画像データを画像メモリ１７０の圧縮メモリ１７１に格納させる。また、圧縮メモリ１７
１に格納された圧縮画像データのプリント出力が指示されると、圧縮メモリ１７１から圧
縮画像データを読み出し、伸長ＩＣ１８０により伸長処理を施してページメモリ１７２に
格納させる。さらに、ページメモリ１７２に格納された画像データのプリント出力が指示
されると、ページメモリ１７２から画像データを読み出して書込処理部１９０に出力する
。
【００５４】
　画像メモリ１７０は、ＤＲＡＭ（Dynamic RAM）から構成される圧縮メモリ１７１とペ
ージメモリ１７２とを備える。圧縮メモリ１７１は、圧縮画像データを格納するためのメ
モリであり、ページメモリ１７２は、プリント出力用の画像データ（プリントデータ）を
一時的に格納するためのメモリである。
【００５５】
　伸長ＩＣ１８０は、圧縮画像データに伸長処理を施す。
【００５６】
　書込処理部１９０は、ＤＲＡＭ制御ＩＣ１６０から入力された画像データに基づいて、
画像形成のためのプリントデータを生成し、プリント部４０に出力する。
【００５７】
　画像読取部２０は、ＣＣＤ２２ａ、画像読取制御部２００、その他ここでは図示しない
が図１に示した自動原稿送り部２１、読取部２２等から構成される。画像読取制御部２０
０は、自動原稿送り部２１、読取部２２等を制御して、原稿面の露光走査を実行させ、光
の反射光をＣＣＤ２２ａにより光電変換を行わせて画像を読み取る。読み取られたアナロ
グ画像信号は読取処理部１４０に出力される。
【００５８】
　操作表示部３０は、ＬＣＤ３１、操作表示制御部３００、その他タッチパネル、各種ス
イッチや、テンキー等の操作キー群から構成される。操作表示制御部３００は、制御部１
１０から入力される表示信号に従って、各種設定条件を入力するための各種画面や各種処
理結果等をＬＣＤ３１に表示させる。また、操作表示制御部３００は、各種スイッチやボ
タン、テンキー、操作キー群又はタッチパネルから入力される操作信号を制御部１１０に
出力する。
【００５９】
　プリント部４０は、図１に示した画像形成部４３等のプリント出力に係る各部やプリン
ト制御部４００を備えて構成される。プリント制御部４００は、制御部１１０からの指示
に従って画像形成部４３等のプリント部４０の各部の動作を制御し、書込処理部１９０か
ら入力されたプリントデータに基づいて用紙Ｐに画像形成を行わせると共に、制御部１１
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０からの指示に従って後処理部５０の各部を動作させる指示信号を後処理制御部５００に
出力する。
【００６０】
　後処理部５０は、インサータ５１、シフト部５２、ステイプル部５３、折り部５４と、
各部へ用紙を搬送する搬送ローラ等の搬送手段、各部から搬送された用紙が排紙される第
１固定排紙トレイＴ３、昇降排紙トレイＴ４、第２固定排紙トレイＴ５等が設けられてお
り、各部は後処理制御部５００により統括的に制御されている。後処理制御部５００は、
制御部１１０からプリント制御部４００を介して入力される後処理の指示信号に応じて、
用紙Ｐを搬送経路に沿って所定の各部に搬送し、各部を駆動制御して用紙Ｐに所定の後処
理を行わせ、第１固定排紙トレイＴ３、昇降排紙トレイＴ４、第２固定排紙トレイＴ５の
いずれかに排紙させる制御を行う。
【００６１】
　次に、プリンタコントローラ１ｂの各部について説明する。プリンタコントローラ１ｂ
は、画像形成装置１をネットワークプリンタとして使用する場合に、ネットワーク３に接
続される外部装置２から画像形成装置１に入力されるジョブの管理及び制御を行うもので
あり、外部装置２からプリント対象のデータを受信し、当該データを本体部１ａへ送信す
る。
【００６２】
　プリンタコントローラ１ｂは、コントローラ制御部１１、ＤＲＡＭ制御ＩＣ１２、画像
メモリ１３、ＬＡＮＩＦ１４から構成される。
【００６３】
　コントローラ制御部１１は、プリンタコントローラ１ｂ各部の動作を統括的に制御し、
ＬＡＮＩＦ１４を介して、外部装置２から入力されるデータを本体部１ａへ送信する。
【００６４】
　ＤＲＡＭ制御ＩＣ１２は、ＬＡＮＩＦ１４により受信されたデータの画像メモリ１３へ
の格納や、画像メモリ１３からのデータの読み出しを制御する。また、ＤＲＡＭ制御ＩＣ
１２は、画像制御基板１００のＤＲＡＭ制御ＩＣ１６０とＰＣＩ（Peripheral Component
s Interconnect）バスで接続されており、コントローラ制御部１１からの指示に従って、
プリント対象のデータを画像メモリ１３から読み出してＤＲＡＭ制御ＩＣ１６０に出力す
る。
【００６５】
　画像メモリ１３は、ＤＲＡＭから構成され、入力された出力データを一時的に格納する
。
【００６６】
　ＬＡＮＩＦ１４は、ＮＩＣ（Network Interface Card）やモデム等のＬＡＮ等のネット
ワーク３に接続するための通信インターフェイスであり、外部装置２からデータを受信す
る。受信されたデータは、ＤＲＡＭ制御ＩＣ１２に出力される。
【００６７】
　次に、本実施の形態の動作を説明する。
　図４、６、８に、本実施の形態における特殊モード実行処理のフローチャートを示す。
図４、６、８に示すフローチャートは、制御部１１０によって実行される処理である。
　まず、図４に、特殊モード実行処理における片面分割処理のフローチャートを示し、説
明する。
【００６８】
　制御部１１０は、操作表示部３０のＬＣＤ３１上に特殊モード選択画面Ｇ１を表示させ
、片面分割ボタンＢ１が選択されたか否かを判別し（ステップＳ１）、片面分割ボタンＢ
１が選択されない場合（ステップＳ１；Ｎｏ）、両面モードを実行させ（ステップＳ２）
、本処理を終了させる。
【００６９】
　制御部１１０は、片面分割ボタンＢ１が選択された場合（ステップＳ１；Ｙｅｓ）、ジ
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ョブを奇数ページの画像のみを形成するジョブ（奇数ページジョブ）と偶数ページの画像
のみを形成するジョブ（偶数ページジョブ）とに分割し、当該分割されたジョブ毎、即ち
、奇数ページジョブ及び偶数ページジョブそれぞれに、識別番号（ジョブＩＤ）を設定し
付加する（ステップＳ３）。例えば、奇数ページジョブのジョブＩＤを１、偶数ページジ
ョブのジョブＩＤを２に設定し付加する。また、奇数ページジョブには、当該奇数ページ
ジョブの元となるジョブに設定された後処理を施さずに第１固定排紙トレイＴ３又は昇降
排紙トレイＴ４に排紙させる設定を行い、偶数ページジョブには、当該偶数ページジョブ
を実行する際に用紙が給紙される給紙トレイを、奇数ページジョブが実行されて生成され
る出力物が偶数ページジョブを実行する際に格納されるトレイに設定する。
【００７０】
　制御部１１０は、ステップＳ３後、奇数ページジョブの実行、即ち、出力物として、用
紙の片面に奇数ページの画像が形成された用紙を出力物として生成し、当該出力物を第１
固定排紙トレイＴ３又は昇降排紙トレイＴ４に排紙させる処理を実行させる（ステップＳ
４）。
【００７１】
　ステップＳ４の処理を実行する際、制御部１１０は、ページの画像形成順が分割前のジ
ョブの画像形成順とは反対になるように制御する。このような制御により、ユーザが第１
固定排紙トレイＴ３又は昇降排紙トレイＴ４へ排紙された用紙を後に給紙トレイへ格納す
る際に、用紙の束をひっくり返す必要がなくなり、便利である。また、後に用紙の束を格
納する給紙トレイの給紙経路が反転経路ではない手差しトレイＴ２の場合は、反転排紙と
なるよう制御し、画像形成面を整合させる。
【００７２】
　制御部１１０は、奇数ページジョブの実行が完了したか否か、例えば、奇数ページジョ
ブの出力物が第１固定排紙トレイＴ３又は昇降排紙トレイＴ４に全て排紙完了か否か、を
判別し（ステップＳ５）、奇数ページジョブの実行が完了していない場合（ステップＳ５
；Ｎｏ）ステップＳ５に戻る。
【００７３】
　制御部１１０は、奇数ページジョブの実行が完了した場合（ステップＳ５；Ｙｅｓ）、
バナーシートを画像形成部４３により生成させ、当該バナーシートを奇数ページジョブの
出力物が排紙されたトレイに排紙させる（ステップＳ６）。
【００７４】
　ステップＳ６の処理を実行する際、制御部１１０は、後に用紙の束を格納する給紙トレ
イの給紙経路が反転経路ではない手差しトレイＴ２の場合であっても、バナーシートだけ
は、反転排紙させずに排紙するよう制御する。このことにより、ユーザは、バナーシート
に形成された画像が視認しやすくなる。
【００７５】
　図５に、ステップＳ６において生成されるバナーシートの例を示す。
　図５に示すように、バナーシートＰ１には、片面分割処理を実行しているジョブの実行
状況を示す第１メッセージ領域Ｍ１と、当該バナーシートＰ１の下部に積載された分割さ
れたジョブの出力物としての用紙の束のジョブ名を示す第２メッセージ領域Ｍ２と、当該
バナーシートＰ１の下部に積載された用紙の束の取り扱いを示す第３メッセージ領域Ｍ３
と、当該バナーシートＰ１の取り扱いを示す第４メッセージ領域Ｍ４と、当該バナーシー
トＰ１の下部に積載された用紙の束を指定されたトレイに格納する際の用紙位置を示す格
納位置指示マークＭ５ａ、Ｍ５ｂ、Ｍ５ｃとが表示されており、分割されたジョブの出力
物に対する指示を報知するものである。
【００７６】
　第１メッセージ領域Ｍ１には、本ジョブのインストラクションが表示されている。例え
ば、図５に示す第１メッセージ領域Ｍ１には、「ジョブ：１２３４は、ジョブ：１、ジョ
ブ：２に分割されました。ジョブ：１を実行後、ジョブ：１をトレイ２に入れ、ジョブ：
２を実行してください。」、「ジョブ：１を実行後」の記載の後に円で囲まれた済マーク
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、が表示されている。この第１メッセージ領域Ｍ１により、ユーザは、本ジョブ：１２３
４が、ジョブ：１とジョブ：２とに分割された点、分割されたジョブ：１が実行済みであ
る点、ジョブ：１の出力物をトレイ２に入れてジョブ２を実行しなくてはならない点、を
視認できる。
【００７７】
　図５に示す第２メッセージ領域Ｍ２には、「この束は、ジョブ：１です。」が表示され
ている。この第２メッセージ領域Ｍ２により、ユーザは、当該バナーシートＰ１の下部に
積載された用紙の束はジョブ：１が実行されたことによる出力物であると視認できる。
【００７８】
　また、図５に示す第３メッセージ領域Ｍ３には、「この束をトレイ２に入れ、ジョブＩ
Ｄ：２を入力後、ジョブ：２を実行して下さい。」が表示されている。この第３メッセー
ジ領域Ｍ３により、ユーザは、当該バナーシートＰ１の下部に積載された用紙の束をトレ
イ２に格納した後、ジョブＩＤ：２を操作表示部３０から入力して、ジョブ：２を実行さ
せる作業を行なわなくてはならないことを視認できる。
【００７９】
　図５に示す第４メッセージ領域Ｍ４には、「このバナーシートはトレイ２には入れない
でください。」が表示されている。この第４メッセージ領域Ｍ４により、ユーザは、当該
バナーシートＰ１をトレイ２に格納してはならないことを視認できる。
【００８０】
　更に、格納位置指示マークＭ５ａ、Ｍ５ｂ、Ｍ５ｃにより、ユーザは、当該バナーシー
トＰ１の下部に積載された用紙の束をトレイ２に格納する際の用紙の格納位置を視認する
ことができる。
【００８１】
　ユーザは、ステップＳ６において排紙されたバナーシートに表示された内容に従って、
当該バナーシートの下部に積載されている用紙の束を指定された給紙トレイに格納させ、
操作表示部３０から指定されたジョブＩＤを入力する。奇数ページジョブを先行して実行
させているので、ここで指定されているジョブＩＤは、偶数ページジョブのジョブＩＤで
ある。
【００８２】
　制御部１１０は、操作表示部３０により偶数ページジョブのジョブＩＤが入力されたか
、即ち、ステップＳ６において排紙されたバナーシートに表示されたジョブＩＤが入力さ
れたか否かを判別し（ステップＳ７）、偶数ページジョブのジョブＩＤが入力されていな
い場合（ステップＳ７；Ｎｏ）、ステップＳ７に戻る。
【００８３】
　制御部１１０は、偶数ページジョブのジョブＩＤが入力された場合（ステップＳ７；Ｙ
ｅｓ）、偶数ページジョブを実行、即ち、奇数ページジョブの出力物が格納されたトレイ
（ここでは、トレイ２）に格納されている用紙（片面に奇数ページの画像が形成された用
紙）の他方の面に偶数ページの画像を形成させて用紙の両面に画像を形成させ、当該両面
に画像が形成された用紙を後処理部５０に搬送させ、奇数ページジョブ及び偶数ページジ
ョブの元となるジョブに設定されている後処理を施させ、当該ジョブに設定されたトレイ
に排紙させ（ステップＳ８）、本処理を終了させる。
【００８４】
　ところで、定着装置４３ｂにより定着処理が施された用紙は伸びるため、用紙の両面に
画像を形成する場合、表裏の見当を合わせる目的で、裏面に対しては、形成する画像の倍
率の微調整（０．１～０．３％程度、紙種や環境により異なる)を行う。用紙の伸びは、
定着後、時間の経過によりもとに戻るため、偶数ページジョブ、すなわち裏面の倍率の微
調整量を分割前の裏面の調整量より、小さくすることが望ましい。そのため、制御部１１
０は、偶数ページジョブの倍率の微調整量を分割前の裏面の調整量より小さくする。小さ
くする方法はとしては、例えば、奇数ページジョブの実行開始から、偶数ページジョブの
実行開始までの経過時間に従い、１０分以上経過している場合は、元の調整量の半分にす
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るよう制御する。用紙の伸びの変化は、紙種や環境（周辺温度や湿度等）により異なるた
め、ユーザが倍率の微調整量を調整できるように調整手段を操作表示部３０に設けること
が望ましい。
【００８５】
　このように、用紙の両面に順次画像を形成させる画像形成条件に基づいた画像形成動作
の第１モード（両面モード）と同一の出力物（両面に画像が形成された用紙）を、用紙の
一方の面に奇数ページの画像を形成させるジョブと用紙の他方の面に偶数ページの画像を
形成させるジョブとに分割されたジョブ単位で出力物を生成する第２モード（片面分割モ
ード）を実行することにより生成することができ、手動で奇数ページと偶数ページとを分
けて画像を形成させる手間を省くことができると共に、生産性を向上することがきる。
【００８６】
　なお、本実施の形態においては、制御部１１０で行う上記の制御内容は、ジョブの管理
が制御部１１０で行われている場合を例として説明している。ジョブの管理が、コントロ
ーラ側の制御部であるコントローラ制御部１１で行われている場合には、制御部１１０で
はなく、コントローラ制御部１１により、ジョブの分割やコントロールが行われる方が好
ましい。この場合、操作表示部３０の制御は、制御部１１０との通信を介して実行される
。
【００８７】
　図６に、特殊モード実行処理におけるサイズ分割処理のフローチャートを示し、説明す
る。
【００８８】
　制御部１１０は、操作表示部３０のＬＣＤ３１上に特殊モード選択画面Ｇ１を表示させ
、サイズ分割ボタンＢ２が選択されたか否かを判別し（ステップＳ１１）、サイズ分割ボ
タンＢ２が選択されない場合（ステップＳ１１；Ｎｏ）、サイズ混在モードを実行させ（
ステップＳ１２）、本処理を終了させる。
【００８９】
　制御部１１０は、サイズ分割ボタンＢ２が選択された場合（ステップＳ１１；Ｙｅｓ）
、ジョブを用紙のサイズ別に分割し、分割されたジョブ（分割ジョブ）に対して識別番号
（ジョブＩＤ）を設定し付加して、複数の分割ジョブを生成する（ステップＳ１３）。複
数の分割ジョブを生成する際、複数の分割ジョブのうち最後に実行される分割ジョブのみ
当該分割ジョブの元となるジョブに設定されている後処理の情報を付加する。
【００９０】
　制御部１１０は、ステップＳ１３後、生成された分割ジョブの実行、即ち、出力物とし
て、同一のサイズの用紙に画像が形成された用紙の束を第１固定排紙トレイＴ３又は昇降
排紙トレイＴ４に排紙させる処理を実行させる（ステップＳ１４）。
【００９１】
　制御部１１０は、分割ジョブの実行が完了したか否か、例えば、出力物として同一のサ
イズの用紙に画像が形成された用紙の束が全て第１固定排紙トレイＴ３又は昇降排紙トレ
イＴ４に排紙されたか否か、を判別し（ステップＳ１５）、分割ジョブの実行が完了して
いない場合（ステップＳ１５；Ｎｏ）ステップＳ１５に戻る。
【００９２】
　制御部１１０は、分割ジョブの実行が完了した場合（ステップＳ１５；Ｙｅｓ）、バナ
ーシートを画像形成部４３に生成させ、当該バナーシートをステップＳ１４において実行
された分割ジョブの出力物が排紙されたトレイに排紙させる（ステップＳ１６）。
【００９３】
　制御部１１０は、未実行の分割ジョブは１個か否かを判別し（ステップＳ１７）、未実
行の分割ジョブが１個でない場合（ステップＳ１７；Ｎｏ）、ステップＳ１４に戻る。
【００９４】
　制御部１１０は、未実行の分割ジョブが１個である場合（ステップＳ１７；Ｙｅｓ）、
当該未実行の分割ジョブ、即ち、最終番目に実行される分割ジョブ（最終分割ジョブ）の
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ジョブＩＤが入力されたか否か、即ち、ステップＳ１６において排紙された最終分割ジョ
ブの１つ前に実行された分割ジョブが実行完了した際に排紙されたバナーシートに表示さ
れたジョブＩＤが入力されたか否かを判別し（ステップＳ１８）、最終分割ジョブのジョ
ブＩＤが入力されていない場合（ステップＳ１８；Ｎｏ）、ステップＳ１８戻る。
【００９５】
　図７に、最終分割ジョブの１つ前に実行された分割ジョブが実行完了した際にステップ
Ｓ１６において生成されるバナーシートの例を示す。なお、図７に示すバナーシートＰ２
は、分割ジョブの元となるジョブが、Ａ４サイズの分割ジョブと、Ａ３サイズの分割ジョ
ブと、に２つに分割された場合の例とする。
【００９６】
　図７に示すように、バナーシートＰ２には、図５に示したバナーシートＰ１と同様に、
第１メッセージ領域Ｍ１と、第２メッセージ領域Ｍ２と、第３メッセージ領域Ｍ３と、第
４メッセージ領域Ｍ４と、格納位置指示マークＭ５ａ、Ｍ５ｂ、Ｍ５ｃとが表示されてお
り、当該バナーシートＰ１の下部に積載された用紙の束の格納先として、インサートトレ
イＴ６が指定されている以外は、同様であるため、説明は省略する。
【００９７】
　なお、本実施の形態において、最終分割ジョブの１つ前に実行された分割ジョブよりも
前に実行完了した分割ジョブが実行完了した際にステップＳ１６において生成されるバナ
ーシートには、最終分割ジョブを実行する際のみ、最終分割ジョブのジョブＩＤを必要と
しているため、第３メッセージ領域Ｍ３が表示されていなくてもよい。
【００９８】
　ユーザは、ステップＳ１６において排紙されたバナーシートに表示された内容に従って
、各バナーシートの下部に積載されている用紙の束を指定されたインサートトレイに格納
させ、最終分割ジョブの１つ前に実行された分割ジョブが実行完了した際にステップＳ１
６において生成されたバナーシートに表示されたジョブＩＤを操作表示部３０により入力
する。
【００９９】
　制御部１１０は、操作表示部３０により最終分割ジョブのジョブＩＤが入力されたかを
判別し（ステップＳ１８）、最終分割ジョブのジョブＩＤが入力されていない場合（ステ
ップＳ１８；Ｎｏ）、ステップＳ１８に戻る。
【０１００】
　制御部１１０は、最終分割ジョブのジョブＩＤが入力された場合（ステップＳ１８；Ｙ
ｅｓ）、分割ジョブの元となるジョブ（元ジョブ）に設定されたページ順にインサートト
レイに格納されている用紙を元ジョブに予め設定されている後処理を実行する後処理部５
０の各部へ搬送させつつ、最終分割ジョブを実行させて当該最終分割ジョブの出力物を元
ジョブに予め設定されている後処理を実行する後処理部５０の各部へ搬送させ、元ジョブ
に設定されたページ順で複数のサイズが混在した用紙の束からなる出力物を生成させ（ス
テップＳ１９）、本処理を終了させる。
【０１０１】
　最終分割ジョブを実行する際にインサートトレイＴ６に格納される用紙は、給紙トレイ
から給紙されて第１固定排紙トレイ又は昇降排紙トレイに搬送される場合と、インサート
トレイから後処理部の各部に搬送される場合との２回搬送されることになる点を鑑みて、
ステップＳ１４における分割ジョブを実行する順番は、用紙の枚数が少ない用紙のサイズ
の分割ジョブを優先して実行させ、最も枚数が多い用紙のサイズの分割ジョブを最終分割
ジョブとして実行することが、生産性を高める点で好ましい。
【０１０２】
　このように、複数のサイズの用紙に順次画像を形成させる画像形成条件に基づいた画像
形成動作の第１モード（サイズ混在モード）と同一の出力物を、用紙のサイズ毎に分割さ
れたジョブ単位で出力物を生成する第２モード（サイズ分割モード）を実行することによ
り生成することができ、手動で用紙のサイズを分けて画像を形成させる手間を省くことが
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できると共に、生産性を向上させることができる。
【０１０３】
　図８に、特殊モード実行処理における紙種分割処理のフローチャートを示し、説明する
。
【０１０４】
　制御部１１０は、操作表示部３０のＬＣＤ３１上に特殊モード選択画面Ｇ１を表示させ
、紙種分割ボタンＢ３が選択されたか否かを判別し（ステップＳ２１）、紙種分割ボタン
Ｂ３が選択されない場合（ステップＳ２１；Ｎｏ）、紙種混在モードを実行させ（ステッ
プＳ２２）、本処理を終了させる。
【０１０５】
　制御部１１０は、紙種分割ボタンＢ３が選択された場合（ステップＳ２１；Ｙｅｓ）、
ジョブを用紙の定着温度別、即ち、紙種別に分割し、分割されたジョブ（分割ジョブ）に
対して識別番号（ジョブＩＤ）を設定し付加して、複数の分割ジョブを生成する（ステッ
プＳ２３）。複数の分割ジョブを生成する際、複数の分割ジョブのうち最後に実行される
分割ジョブのみ当該分割ジョブの元となるジョブに設定されている後処理の情報を付加す
る。
【０１０６】
　制御部１１０は、ステップＳ１３後、生成された分割ジョブの実行、即ち、出力物とし
て、同一の定着温度の用紙である同一の紙種の用紙に画像が形成された用紙の束を第１固
定排紙トレイＴ３又は昇降排紙トレイＴ４に排紙させる処理を実行させる（ステップＳ２
４）。
【０１０７】
　制御部１１０は、分割ジョブの実行が完了したか否か、例えば、出力物として、同一の
紙種の用紙に画像が形成された用紙の束が全て第１固定排紙トレイＴ３又は昇降排紙トレ
イＴ４に排紙されたか否か、を判別し（ステップＳ２５）、分割ジョブの実行が完了して
いない場合（ステップＳ２５；Ｎｏ）ステップＳ２５に戻る。
【０１０８】
　制御部１１０は、分割ジョブの実行が完了した場合（ステップＳ２５；Ｙｅｓ）、バナ
ーシートを画像形成部４３に生成させ、当該バナーシートをステップＳ２４において実行
された分割ジョブの出力物が排紙されたトレイに排紙させる（ステップＳ２６）。
【０１０９】
　制御部１１０は、未実行の分割ジョブは１個か否かを判別し（ステップＳ２７）、未実
行の分割ジョブが１個でない場合（ステップＳ２７；Ｎｏ）、ステップＳ２４に戻る。
【０１１０】
　制御部１１０は、未実行の分割ジョブが１個である場合（ステップＳ２７；Ｙｅｓ）、
当該未実行の分割ジョブ、即ち、最終番目に実行される分割ジョブ（最終分割ジョブ）の
ジョブＩＤが入力されたか否か、即ち、ステップＳ２６において排紙された最終分割ジョ
ブの１つ前に実行された分割ジョブが実行完了した際に排紙されたバナーシートに表示さ
れたジョブＩＤが入力されたか否かを判別し（ステップＳ２８）、最終分割ジョブのジョ
ブＩＤが入力されていない場合（ステップＳ２８；Ｎｏ）、ステップＳ２８戻る。
【０１１１】
　図９に、最終分割ジョブの１つ前に実行された分割ジョブが実行完了した際にステップ
Ｓ２６において生成されるバナーシートの例を示す。なお、図７に示すバナーシートＰ３
は、分割ジョブの元となるジョブが、普通紙の分割ジョブと、普通紙よりも定着温度が高
い厚紙の分割ジョブと、に２つに分割された場合の例とする。
【０１１２】
　図９に示すように、バナーシートＰ３には、図５に示したバナーシートＰ１と同様に、
第１メッセージ領域Ｍ１と、第２メッセージ領域Ｍ２と、第３メッセージ領域Ｍ３と、第
４メッセージ領域Ｍ４と、格納位置指示マークＭ５ａ、Ｍ５ｂ、Ｍ５ｃとが表示されてお
り、当該バナーシートＰ３の下部に積載された用紙の束の格納先として、インサートトレ
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イＴ６が指定されている以外は、同様であるため、説明は省略する。
【０１１３】
　なお、本実施の形態において、最終分割ジョブの１つ前に実行された分割ジョブよりも
前に実行完了した分割ジョブが実行完了した際にステップＳ２６において生成されるバナ
ーシートには、最終分割ジョブを実行する際のみ、最終分割ジョブのジョブＩＤを必要と
しているため、第３メッセージ領域Ｍ３が表示されていなくてもよい。
【０１１４】
　ユーザは、ステップＳ２６において排紙されたバナーシートに表示された内容に従って
、各バナーシートの下部に積載されている用紙の束を指定されたインサートトレイに格納
させ、最終分割ジョブの１つ前に実行された分割ジョブが実行完了した際にステップＳ２
６において生成されたバナーシートに表示されたジョブＩＤを操作表示部３０により入力
する。
【０１１５】
　制御部１１０は、操作表示部３０により最終分割ジョブのジョブＩＤが入力されたかを
判別し（ステップＳ２８）、最終分割ジョブのジョブＩＤが入力されていない場合（ステ
ップＳ２８；Ｎｏ）、ステップＳ２８に戻る。
【０１１６】
　制御部１１０は、最終分割ジョブのジョブＩＤが入力された場合（ステップＳ２８；Ｙ
ｅｓ）、分割ジョブの元となるジョブ（元ジョブ）に設定されたページ順にインサートト
レイに格納されている用紙を元ジョブに予め設定されている後処理を実行する後処理部５
０の各部へ搬送させつつ、最終分割ジョブを実行させ、当該分割ジョブの出力物を元ジョ
ブに予め設定されている後処理を実行する後処理部５０の各部へ搬送させ、元ジョブに設
定されたページ順で複数の紙種が混在した用紙の束からなる出力物を生成させ（ステップ
Ｓ２９）、本処理を終了させる。
【０１１７】
　ステップＳ２４における分割ジョブを実行する順番は、定着装置４３ｂの定着温度の変
更に要する時間を鑑みて定めることが実行時間の短縮を図り生産性を高める点において好
ましい。例えば、分割ジョブを実行するときの定着温度に最も近い定着温度の紙種の分割
ジョブを優先して実行させることが好ましい。
【０１１８】
　このように、用紙に形成された画像を定着させる定着温度が異なる複数の紙種の用紙に
順次画像を形成させる画像形成条件に基づいた画像形成動作の第１モード（紙種混在モー
ド）と同一の出力物を、用紙の紙種毎に分割されたジョブ単位で出力物を生成する第２モ
ード（紙種分割モード）を実行することにより生成することができ、手動で用紙の紙種を
分けて画像を形成させる手間を省くことができると共に、定着温度の変更回数を削減する
ことができるため、生産性を向上させることができる。
【０１１９】
　以上のことから、本実施の形態によれば、ジョブを実行して生成される出力物の画像形
成動作として、第１モード（両面モード、サイズ混在モード、紙種混在モード）と、第１
モードとは異なる画像形成動作の第２モード（片面分割モード、サイズ分割モード、紙種
分割モード）と、の２つの選択肢のいずれか一方を選択させることができ、第２モードが
選択された場合には、画像形成条件毎に分割されたジョブ単位で出力物を生成できるため
、ジョブを実行する画像形成動作の選択肢を広げることができると共に、手動でジョブを
分割したり動作の設定をしたりする手間を省くことができ、使い勝手を向上させることが
できる。
【０１２０】
　更に、分割されたジョブの出力物に対する指示が表示されたバナーシートを生成するこ
とにより、分割されたジョブの出力物に対する指示を報知することができると共に、分割
されたジョブの区分けを行なうことができる。
【０１２１】
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　以上の説明では、本発明に係るプログラムのコンピュータ読み取り可能な媒体として
不揮発メモリを使用した例を開示したが、この例に限定されない。その他のコンピュータ
読み取り可能な媒体として、フラッシュメモリ等の不揮発性メモリ、ＣＤ-ＲＯＭ等の可
搬型記録媒体を適用することが可能である。また、本発明に係るプログラムのデータを通
信回線を介して提供する媒体として、キャリアウエーブ(搬送波)も本発明に適用される。
【０１２２】
　また、本発明は、上記実施の形態の内容に限定されるものではなく、本発明の主旨を逸
脱しない範囲で適宜変更可能である。
【図面の簡単な説明】
【０１２３】
【図１】本実施の形態における画像形成装置の概略断面構成図である。
【図２】特殊モード選択画面の例を示す図である。
【図３】画像形成装置の制御ブロック図である。
【図４】特殊モード実行処理における片面分割処理のフローチャートである。
【図５】ステップＳ６において生成されるバナーシートの例を示す図である。
【図６】特殊モード実行処理におけるサイズ分割処理のフローチャートを示す図である。
【図７】最終分割ジョブの１つ前に実行された分割ジョブが実行完了した際にステップＳ
１６において生成されるバナーシートの例を示す図である。
【図８】特殊モード実行処理における紙種分割処理のフローチャートを示す図である。
【図９】最終分割ジョブの１つ前に実行された分割ジョブが実行完了した際にステップＳ
２６において生成されるバナーシートの例を示す図である。
【符号の説明】
【０１２４】
１　画像形成装置
１ａ　本体部
１ｂ　プリンタコントローラ
２　外部装置
３　ネットワーク
１１　コントローラ制御部
１２　ＤＲＡＭ制御ＩＣ
１３　画像メモリ
１４　ＬＡＮＩＦ
２０　画像読取部
２１　自動原稿送り部
２２　読取部
２２ａ　ＣＣＤ
３０　操作表示部
３１　ＬＣＤ
４０　プリント部
４１　給紙部
４１ａ　給紙トレイ
４１ｂ　給紙手段
４２　給紙搬送部
４２ａ　レジストローラ
４３　画像形成部
４３ａ　転写装置
４３ｂ　定着装置
４４　搬出部
５０　後処理部
５１　インサータ
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５１ａ　給紙ローラ
５２　シフト部
５３　ステイプル部
５４　折り部
１００　画像制御基板
１１０　制御部
１２０　不揮発メモリ
１３０　ＲＡＭ
１４０　読取処理部
１５０　圧縮ＩＣ
１６０　ＤＲＡＭ制御ＩＣ
１７０　画像メモリ
１７１　圧縮メモリ
１７２　ページメモリ
１８０　伸長ＩＣ
１９０　書込処理部
２００　画像読取制御部
３００　操作表示制御部
４００　プリント制御部
５００　後処理制御部
Ｂ１　片面分割ボタン
Ｂ２　サイズ分割ボタン
Ｂ３　紙種分割ボタン
Ｇ１　特殊モード選択画面
Ｍ１　第１メッセージ領域
Ｍ２　第２メッセージ領域
Ｍ３　第３メッセージ領域
Ｍ４　第４メッセージ領域
Ｍ５ａ、Ｍ５ｂ、Ｍ５ｃ　格納位置指示マーク
Ｐ１、Ｐ２、Ｐ３　バナーシート
Ｔ１　原稿トレイ
Ｔ２　手差しトレイ
Ｔ３　第１固定排紙トレイ
Ｔ４　昇降排紙トレイ
Ｔ５　第２固定排紙トレイ
Ｔ６　インサートトレイ
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